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評価期間：3年／評価期間：5年

ファンドマネジャーからみなさまへ
平素は「DLIBJ公社債オープン（短期コース）」（以下、当ファンドといいます。）をご愛顧いただき、誠にありがとう

ございます。このたび、当ファンドが「リフィニティブ・リッパー・ファンド・アワード・ジャパン 2023」で最優秀ファンド賞

を受賞したこと、大変光栄に思います。1999年12月の設定以来、長期投資によって低位のリスクで着実なリターン

を積み重ねてきました。ここ数年は、マイナス金利環境が続くなか債券の収益性低下が叫ばれ、昨年は欧米に続

き、日本でも12月に日本銀行が金融政策の一部修正を決定するなど、運用環境は決して順風満帆とはいえません。

しかし、私たちのチームには長年の投資運用で培った運用ノウハウや、業界随一を自負するクレジットリサーチ体

制等、低金利環境を乗り越えていく「技（スキル）」が備わっていると考えています。初めての資産運用を検討してい

る方や、個人向け国債等から少しリスク水準を上げた運用をお考えの方に、ぜひ当ファンドのことを知っていただ

ければと思っています。

当ファンドには、短期間で大きなリターンを狙うというタイプの派手さはありませんが、残存期間が短い国内の公

社債を中心に投資し、利子収入と値上がり益の獲得をめざし、信託財産の成長を図ってまいります。
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追加型投信／国内／債券

DLIBJ公社債オープン（短期コース）

ファンド通信

※上記は過去の一定期間の実績を分析したものであり、将来の運用成果等を保証するものではありません。詳しくはP5をご確認ください。
また、上記見解は当資料の作成時点のものであり、市場環境の変動等により予告なく変更する場合があります。

※評価期間：3年（2019年12月末～2022年12月末）

※評価期間：5年（2017年12月末～2022年12月末）

P5の「当資料のお取扱いについてのご注意」をご確認ください。

最優秀ファンド賞を受賞しました

「DLIBJ公社債オープン（短期コース）」は外

部評価機関から優秀と評価され、『リフィニ

ティブ・リッパー・ファンド・アワード・ジャパン

2023』において、最優秀ファンド賞を受賞しま

した。
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DLIBJ公社債オープン（短期コース）
の軌跡を振り返る

2017年12月末～2022年12月末においては、日本銀行がマイナス金利政策を継続する中、国債対比で利回

りの高い事業債中心のポートフォリオで収益の獲得を図りました。

2020年のコロナ・ショックでは市場の流動性が急速に低下し、当ファンドで保有する債券の価格も下落した

ことで基準価額が下がる局面もありました。しかしその後は、日本銀行を含めた各国の中央銀行が金融緩和

を強化したことで社債の需給が好転し、基準価額も緩やかに上昇しました。2022年に入り、ロシアによるウクラ

イナ侵攻や、高いインフレ率を背景とした欧米の金融引き締め策に加え、日本銀行の金融政策の修正観測が

くすぶり続けたことなどから、日本の事業債についても需給が悪化し、基準価額は緩やかに下落基調となりま

した。2022年12月には、日本銀行が市場予想に反し、長期金利の変動幅を拡大させる政策修正を行い、幅広

い年限で金利は上昇（債券価格は下落）しましたが、債券先物の売り建てを活用したデュレーション短期化戦

略が奏功し、当ファンドの基準価額の下落は比較的小幅に留まりました。
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※騰落率は、税引前の分配⾦を再投資したものとして算出していますので、実際の投資家利回りとは異なります。

※各期間は、基準日（2022年12月30日）から過去に遡っています。また設定来の騰落率については、設定当初の投資元本をもとに計算しています。

騰落率

※上記は過去の運用実績または作成時点の見解であり、市場動向の変動等により今後変更される場合があるほか、将来の運用成果等を示唆・保証
するものではありません。

※期間：（評価期間5年）2017年12月29日～2022年12月30日（日次）
（評価期間3年）2019年12月30日～2022年12月30日（日次）

※評価期間5年は2017年12月29日、評価期間3年は2019年12月30日の分配金再投
資基準価額をそれぞれ100として指数化しています。

評価期間の運用実績

日本においても、消費者物価が高止まりする中、総裁・副総裁の交代を控える日本銀行が、金融政策の見
直しを再度実施するとの思惑から、当面は金利上昇への警戒が必要な局面が続くと想定しています。
当ファンドでは、市場環境に応じて、積極的なデュレーションコントロールや、債券先物の売り建てによるヘッ

ジ戦略の活用を行いながら、基本的には収益力の高い事業債中心のポートフォリオで安定的な収益を確保し、
基準価額の上昇をめざしてまいります。

今後の見通しと運用方針

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 5年 10年 15年 20年 設定来

-0.05% -0.23% -0.52% -0.56% -0.11% -0.09% 3.07% 8.26% 11.12% 13.60%

設定来の運用実績

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後の価額です。換金時の費用・税金などは考慮していません。
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を当ファンドに再投資したとみなして計算した理論上のものであり、実際の基準価額とは異なります。

※1999年12月13日（設定日前営業日）～2022年12月30日（日次）

※2022年12月30日時点

分配金再投資基準価額 11,360円
基準価額 10,033円
純資産総額 211.6億円

P5の「当資料のお取扱いについてのご注意」をご確認ください。
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P5の「当資料のお取扱いについてのご注意」をご確認ください。
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P5の「当資料のお取扱いについてのご注意」をご確認ください。
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リフィニティブ・リッパー・ファンド・アワードは毎年、多くのファンドのリスク調整後リターンを比較し、評価期間中のパ
フォーマンスが一貫して優れているファンドと運用会社を表彰いたします。
選定に際しては、「Lipper Leader Rating （リッパー・リーダー・レーティング）システム」の中の「コンシスタント・リ
ターン（収益一貫性）」を用い、評価期間3年、5年、10年でリスク調整後のパフォーマンスを測定いたします。評
価対象となる分類ごとに、コンシスタント・リターンが最も高いファンドにリフィニティブ・リッパー・ファンド・アワードが贈ら
れます。詳しい情報は、lipperfundawards.comをご覧ください。Refinitiv Lipperは、本資料に含まれるデータ
の正確性・信頼性を確保するよう合理的な努力をしていますが、それらの正確性については保証しません。（評価
基準日：2022年12月末）

https://www.refinitiv.com/ja/asset-management-solutions/lipper-fund-performance/japan-lipper/lipper-fund-award-2023
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2023年3月8日時点

P5の「当資料のお取扱いについてのご注意」をご確認ください。
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2023年3月8日時点

230213JS313307ファンド通信

P5の「当資料のお取扱いについてのご注意」をご確認ください。


